
- 1 - 

 

 令和２年度 第２回三木市社会教育委員会 議事録  Ｒ3.3.25  午前 10 時 00 分～ 

 

１ 開会               進行：生涯学習課青田係長 

 

２ あいさつ             西本教育長 

井上委員長 

 

＊資料の確認            青田係長より説明 

３ 議事  令和２年度事業の実績及び令和３年度計画案について 

  （１）生涯学習課         河端課長より説明（１７分） 

公民館           狩場館長より説明（７分） 

（２）文化スポーツ課、美術館   藤田係長より説明（８分） 

（３）教育センター        橋本所長より説明（２分） 

（４）図書館           伊藤館長より説明（５分） 

（５）市民協働課         小田課長より説明（２分） 

（６）人権推進課         平井課長より説明（３分） 

 

【質疑応答】（１４分） 

（井上委員長） 

・ただいまの「令和２年度事業の実績及び令和３年度計画案について」何かご質問・ご提

言がありましたら挙手をお願いします。 

  （西田委員） 

    時間の関係で要望だけさせていただく。 

・今年の高齢者大学の入学者数が少なかったが、この状況をどう考えるか。 

・垣根隊の人数が１０人近く減っている。１７・８年前に始まった時のユニフォームが古

くなったので最近新しいユニフォームに取り換えた。最近の物は薄っぺらなもので、あ

のユニフォームでは冬場の２０～３０分の活動が寒くてできないので、私のところでは

老人会で１０００円くらいの首巻を購入して渡したりしている。高齢化が進み、垣根隊

がなぜ減っているのか、今後の検討課題としてほしい。 

・スポーツ２１の最近の動向はどうなっているのか。この委員会の中にご提案いただけれ

ばありがたい。老人クラブでは今グラウンドゴルフが主流になっているが、それに参加

できない人をどうするか。ニュースポーツとして、シャッフルボードやステップ体操な

どを考えているが、地域でやりやすいものを検討いただければありがたい。 

・春高・春中ゴルフについて、もっと PR する必要があるのではないか。 

  （石田部長） 

   ・本来なら春高・春中ゴルフももっと PRしたいのだが、たくさん来られたら逆に困る状況

にある。コロナも急に収束しないであろうから、本当にどのような PR の仕方がいいのか

考えていかなければいけないと思っている。 

  （國井委員） 

   ・高齢者大学の入学案内を見せていただいたが、あの中に在校生や卒業生の意見などを載

せてはどうか。 



- 2 - 

 

  （西田委員） 

   ・老人会の中でも、会員が少なくなって活動できなくなってきているところが出てきてい

る。そういうようなところも、行政が中心になって議論して、高齢者の皆さんが集える

場所、みずほも含んでいろんな所で活動できるようになればいいなと思う。 

  （黒田委員） 

   ・２月２１日に吉川町３小学校の閉校式があり、私は中吉川小学校の閉校式に参加した。 

    地域の方、保護者・先生、子どもたちが参加し、私もさみしい思いをして参加したが、

何より子どもたちが非常に前向きで、これから新しい友達、たくさんの友達と一緒に頑

張りたいという希望を聞かせていただき、とても感動した１日になった。 

   ・問題は跡地のことで、吉川町もいろいろな施設が残っていく。それについての話もまち

協の方で考えていただいているが、何かいい方法はないのかなと思う。 

  （井上委員長） 

   ・施設の跡地活用について、体育施設も含めて、前にも教育委員会にも伝えているが、地

域と十分に連携しながら、どういう方向がいいのか早急に検討をお願いしたい。 

  （石田部長） 

   ・跡地活用について、市の考えももちろんあるが、地域の意見も聞いていかなければなら

ない。年明けに緊急事態宣言もあり、そのスケジュールが遅れているということを聞い

ている。また、皆さんの意見を聞く機会を設けていきたいと思っているので、よろしく

お願いしたい。 

  （國井委員） 

   ・中学校の「トライやる・ウィーク」が中止になる中、別所中学校の２年生が、地域のス

ポット写真をとって、大変立派なカレンダーを作り、毎年お世話になっている事業所に

も配布したと聞いている。構成から全てを生徒が行って完成し、教育長にもお渡しした

い。他の学校でも、この間に何かしたということは聞いておられないか。 

  （石田部長） 

   ・学校教育の担当者が、今いないのでお答えできないが、コロナ禍において何ができるか、

各学校でできることを考えてやっていただいた。 

  （井上委員長） 

   ・今年、コロナの影響で、いろいろな行事が中止や縮小ということで大変な状況であった

が、令和３年度は何とかコロナが収まって通常に戻ってくれることを願っているが、こ

のような状況下でも色々な工夫をしながら、それぞれの地域・団体の方々が頑張ってい

ただいていることを大変ありがたいことだと思っている。 

   ・ますます三木市の社会教育が発展していくのではないかと考えている。コロナだから何

もできないということではなく、知恵を絞りながら、出来る範囲で出来る状態へもって

いくということも大事ではないかということも感じた。本当にありがとうございます。 

    

４ その他              青田係長より説明（４分） 

  ・令和３年度東播磨・北播磨地区社会教育委員協議会事業予定 

  ・令和３年度兵庫県社会教育委員協議会関連日程予定 

  （井上委員長） 

   ・７月１０日（土）三木市文化会館で行われる社会教育振興大会の講師である関西国際大
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学の中山 誠教授は、何度もテレビ番組「ミヤネ屋」にも出演されており、講師をお願

いしに行った時にも大変興味深いお話を聞かせていただいた。本当にいい講演会になる

と思うので、ぜひ皆さんの参加をお願いしたい。 

 

５ 閉会 

あいさつ           山本副委員長より 

   

 

～午前 11 時 20 分終了～ 

 

 記録者 細川町公民館 狩場館長 


